
こころの病の家族とともに生きるために

～あまかれん（尼崎市精神福祉家族会連合会～



あまかれん（尼崎市精神福祉家族会連合会）とは

【 設 立 】 平成２年

【会員数】 ９３人

【 目 的 】 精神障害者が地域で安心して生活できるように
家族を支援すること、また、地域社会における精
神障害についての理解を促し、すべての人々が、
ともに生きてゆける地域づくりに寄与すること。

【 事 業 】 ・会員の学習と親睦
・地域社会への啓発と働きかけ
・尼崎市に対しての要望活動
・事業に必要な資金調達活動（資源回収等）
・その他、会が必要と認めた事業



「こころの病の家族とともに生きるために」について

【内容】 講演会
講師：カウンセラー芸人 鮎川 ヒロアキ 氏

精神疾患の妻を持ち、支える側（家族）の当事者

【日時】 令和元年６月２２日（土） １４：３０～１６：３０

【場所】 尼崎市中央北生涯学習プラザ 小ホール

【広報】 市報掲載、家族会員や支援者へのチラシ配布
民生委員や他の障害者団体等によびかけ など

【対象者】 こころの病の家族がいる人、当事者、支援者、
市民、学生

【参加者数】 １３０人
（障害者１０人、家族８０人、その他地域住民等４０人）



「こころの病の家族とともに生きるために」について

【実施目的】

精神障害の理解と啓発。こころの病
を抱えた人やその家族が、自分の内な
る精神疾患への偏見に気づき、そこか
ら解放されることや、孤立しがちな家族
が、その焦燥感や孤立感が和らぎ、元
気を取り戻し、自分の人生を意味あるも
のと感じて暮らせることを目的とした。



「こころの病の家族とともに生きるために」について

【効果】

障害のある人の家族や身近な人が、初めて病と出会っ
た時の絶望感から解放され、自分自身を取り戻し、新たな
アイデンティティを獲得していく助けができた。

アンケートの回答で元気が出た、勇気づけられた、気づ
きがあったとの声が多かった。また、要望として、当事者が
地域で自分らしく暮らしていくことや家族のかかわりについ
て、引きこもり問題の解決に向けてが挙げられており、今
後の事業展開に活かしていきたい。


